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各プログラム共通機能

● プ・切替 (Ｆ１)の機能について
プリンタが複数台ある場合に任意に指定したプリンタに出力を切り替えることが可能です。

1. 各プログラムにあるプ･切替(F1)を押すと

下記の画面を表示します。

2. 出力プリンタを指定しますと

指定プリンタより出力できます。

※メニュー画面に戻ると
指定は元に戻ります。

● ユーザ選 (Ｆ２)の機能について
ユーザー選択は、申告情報登録の法人名(カナ)に法人名のカナ読みを登録しておくこと

によりカナ検索機能でユーザーを選択できます。また事業年度と期首月からも検索できます。

1. ユーザーコードを確定する前に

ﾕｰｻﾞ選 (F2)を押すと、左図の画面

を表示します。

2. 検索欄に法人名(ｶﾅ)を入力し事業年度

と期首月を指定すると条件に合うユー

ザーのリストを画面の左半分に表示し

ます。

※期首年月だけを指定してもユーザー

を検索できます。

右半分のリストは、使用したユーザー

の履歴を15件まで表示します。

3. 画面上部の「コード」にユーザーコー

ドを入力するか、リストのコード番号

にカーソルを合わせてクリックする

ことでユーザ－を選択できます。

各ファンクションキーの機能

前 頁 (F1) ... 現在表示している頁の前頁を表示します。

後 頁 (F2) ... 現在表示している頁の後頁を表示します。

再読み (F8) ... ユーザーの削除やユーザー名の変更等を行った場合には、再読みで最新

のリストを再表示することができます。
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● 財プリンタ(Ｆ3)の機能について
財ﾌﾟﾘﾝﾀは、主として使用するプリンタを指定しておくことができます。

指定は機械の電源を切るまで有効です。

このプログラムで設定しておくと、上記で説明した、プ･切替(F1)を毎回行わなくても

指定したプリンタにすぐに出力することができます。

1. プログラム群選択メニューで、財ﾌﾟﾘﾝﾀ (F3)

を押します。

2. 下図の画面を表示します。

3. 出力プリンタを指定しま

すと、指定プリンタより

出力できます。

指定は電源を切るまで
有効です。

● 項目内容の記憶
各出力帳票において、指定内容を記憶し、次回同一プログラムを呼び出した場合に同じ指定

で表示をします。また、指定を元の初期値に戻すには項・消去 (F10)を押すと元に戻ります。

※但し、[53]法人決算書(会社法対応)を除く

例）［３０］合計残高試算表を4.1-4.30で出力した場合

＜初期値＞ ＜次回呼出＞

出力す

る

と

記憶

項目

消去

(F10)

戻 る

※ 注意 ※
科目及び補助の指定は記憶できませんのでご注意ください！



- 3 -

● 印刷
各帳票を出力する際に選択します。

例）［３０］合計残高試算表

※ 印 刷 を選択すると下図の画面を

表示します。

Enter か F4：実行 を押してください。

● プレビュー機能
各帳票を出力する際、印刷するものを画面で見ることが可能です。

例）［３０］合計残高試算表

※ プレビュー を選択すると下図の画面を

表示します。

拡大・縮小の機能もあります。

プレビューの画面から印刷することも可能です。
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● ＣＳＶ搬出機能
各帳票を出力する際、データをExcel形式で表示・保存することが可能です。

例）［３０］合計残高試算表

1. ＣＳＶ搬出 を選択すると下図の画面を

表示します。

2. F9：搬出 を押してください。

3. Enter を押してください。

4. は い を押してください。
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● ＰＤＦ出力機能
各帳票を出力する際、ＰＤＦ形式で表示・保存することが可能です。

例）［３０］合計残高試算表

※ ＰＤＦ搬出 を選択すると下図の画面を

表示します。

「保存」をクリックし、データを任意の場所に

保存します。

● ページプリンタをご使用の場合
各出力において連続用紙又は、単票用紙を選択する画面を表示します。

ページプリンタにおいては、自動的に改頁しますので連続用紙を指定して出力してください。

※ 単票で指示をすると１枚出力するごとに Enter が必要です。

● 出力を中止するには
1．出力中のプログラムを中止します。

キーボードで、 CTRL ＋ C を押し、メニューに戻します。

2. プリンタの電源を切ります。

※ページプリンタの場合は ストップ ボタンを押し、印刷が止まってから電源を

切ってください。

（出力中に電源を切ると紙詰まりを起こし故障の原因となります。）

3. プリンタの切替器がある場合にはプリンタの切替器の電源を切り再度電源を入れます。

4. プリンタの電源を入れます。※出力しなければ作業完了となります。
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● 利益率推定試算
推定利益率を入力することにより、棚卸額を

試算出力することができます。

申告情報登録に入力しておくと、自動的

に集計画面に表示します。

推定利益率は“［１］

申告情報登録”の設定

で計算します。

また、この画面で設

定変更も可能です。

● 減価償却試算
減価償却額

× 集計期間日数
１年の日数(365)

申告情報登録に入力しておくと、自動的

に集計画面に表示します。

減価償却試算は“［１］

申告情報登録”の設定

で計算します。

また、この画面で設定

変更も可能です。

出力の強制終了後、出力ができなくなった場合

プリント出力を強制終了した場合、次に印刷を指定しても出力できないことがあります。

これは印刷の信号(Windowsで言うと印刷ジョブ)が機械に残ってしまう為です。

印刷の指示は再起動しても残る場合があります。下記の手順で印刷ジョブをクリアしてください。

● 操作方法
1. 管理 (F20)を押します。

2. [991] プリンタバッファクリアを選択し

ます。

3. 印刷するプリンタがわかっている場合は、

番号を入力します。

4. 印刷をクリアするﾌﾟﾘﾝﾀの番号が反転します。

5. 実行 (F4)を押します。

6. バッファクリア中と表示が出てメニュー画

面に戻れば作業終了です。

※プリンタが分からない場合は全選択 (F7)を

押し、実行 (F4)を押します。
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会社法改正に伴う帳表出力について 06.07

● 平成18年５月１日に会社法が施行されました。
平成18年５月１日以降に終了する決算より新しい会社法に基づいて決算書を作成すること

になります。

『資本の部』が『純資産の部』になり、『純資産の部』も株主資本・評価・換算差額等など

に区分するようになりました。

又、『役員賞与』が販売費一般管理費に区分するようになったことから科目の移動等も行っ

ています。

各プログラムの説明書に出力サンプルがあります。

貸借対照表

・『資本の部』→ 『純資産の部』に変更になると共に様式が下図のように変更になりました。

＜14年商法＞ ＜会社法＞

資本金 Ⅰ株主資本

新株式払込金 資本金

資本剰余金 新株式払込金

資本準備金 資本剰余金

その他資本剰余金 資本準備金

資本金及び資本準備金減資差益 その他資本剰余金

自己株式処分差益 利益剰余金

利益剰余金 利益準備金

利益準備金 その他利益剰余金

任意積立金 利益積立金

利益積立金 別途積立金

別途積立金 繰越利益剰余金 赤字の場合は

当期未処分利益/損失 自己株式申込証拠金 △とします。

土地再評価差額金 自己株式

株式等評価差額金

自己株式払込金又は自己株式申込証拠金 Ⅱ評価・換算差額等

自己株式 その他有価証券評価差額金

資本合計 繰延ヘッジ損益

土地再評価差額金

Ⅲ新株予約権

純資産合計

負債・純資産合計
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損益計算書

・経常損益の部と特別損益の「部による」表示が廃止となります。

タイトルのみ廃止となりました。

集計表示についてはそのまま残り

ます。

・損益計算書の末尾が当期純利益/損失で終了となり、未処分利益の区分は削除となります。

当期純利益の下に下記の項目が表示していましたが

削除となりました。

・役員賞与等は販売費及び一般管理費へ計上することになりました。

役員賞与等のために374/375科目番号を304と305の間へ移動しました。

科目名は登録してください。
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商法改正に伴う帳表の出力について 03.04

※平成14年商法施行規則の改正により「資本の部」「利益処分」が変更になったことから、タテ
ムラにおいては下記の帳表を変更しました。
帳表は法人・個人・改正後データ・改正前データによって出力が変わりますのでご確認ください。
商法施行後の帳表を14年法人用・14年個人用
商法施行前の帳表を旧法人用・旧個人用と以下記載します。

＜商法施行規則に伴い帳表出力が変わったプログラム＞
[７]科目ｺｰﾄﾞ表・[11]仕訳入力ﾘｽﾄ:1.科目計 5.試算表・[20]ﾓﾆﾀｰ試算表･[30]合計残高試算表
14年法人・14年個人、旧法人・旧個人で出力します。

[53]法人決算書・[42]比較貸借損益書・[36]三期五期比較貸借損益書
14年法人・旧法人で出力します。

＜14年法人用の各帳表＞ ＜旧法人の各帳表＞

･ 資本金 ･ 資本金
･ 資本剰余金 ･ 法定準備金

資本準備金 資本準備金
その他の資本剰余金 利益準備金

･ 利益剰余金(△) ･ 剰余金(欠損金)
利益準備金 任意積立金
任意積立金 当期未処分利益(当期未処理損失)
当期未処分利益(当期未処理損失) (うち当期利益)((うち当期損失))
(うち当期利益)((うち当期損失))

・ 土地再評価差額金
・ 株式等評価差額金
・ 自己株式
・ 資本合計 ・ 資本合計

※旧法人においても
前期繰越損益は損益計算書のみの表示となり
ます。

＜14年以降個人用の各帳表＞ ＜旧個人の各帳表＞
B/S B/S
・資産の部合計 ・資産合計
・負債の部合計 ・負債後希有
・青色控除前の所得金額 ・当期未処分利益(当期未処分損失)

(うち当期利益)((当期損失))
・負債・資本の部の合計 ・負債・資本合計

P/L P/L
・売上<収入>金額 ・純売上高
・売上原価 ・売上原価
・差引金額 ・差引金額
・経費合計 ・販売費及び一般管理費
・差引金額 ・差引金額
・繰戻額等 ・繰戻額等
・繰入額等 ・繰入額等
・青色控除前の所得金額 ・青色控除前の所得金額

各プログラムに帳表サンプルがありますのでご確認ください。
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[Ｆ７]帳票出力 出力関連のファンクションキーの機能説明

各ファンクションキーは以下の機能があります。

ﾌﾟ･切替 （Ｆ１）… プリンタの切替を行うことができます。

ﾕｰｻﾞ 選 （Ｆ２）… ユーザを確定する前に押すと、ユーザ検索の画面を表示します。

（ 用紙･選 （Ｆ３）… 出力用紙サイズをＡ３→Ｂ４、Ｂ４→Ａ３に変更します。）

抹 消 （Ｆ４）… 入力した内容を消去します。

項･消去 （Ｆ10）… 入力した集計指定をすべて初期状態に戻します。

終･HOME （Ｆ５）… カーソルが「ユーザ：」の項目にあればプログラム終了。

それ以外の項目で 終･HOME を押すと、カーソルを「ユーザ：」に

戻します。
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[１２] 仕訳日記帳 Ｆ７

● 概 要

入力した仕訳データを日付順に並び替えて、リスト打ち出しを行うプログラムです。

日計・月計の算出、および期末（13ヶ月目）修正データのリストの出力も行えます。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正（13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ）を含む、

含まない、期末のみの指定を行います。

4. 日計をプリントするかしないかを指定します。

5. 月計をプリントするかしないかを指定します。

6. 税率をプリントするかしないかを指定します。

7. 補助コードを名称に変えるか、変えないか、

一部だけ変えるかを指定します。

1. ｺｰﾄﾞのみ … 補助ｺｰﾄﾞのみプリント

2. 明細のみ … 補助名称のみプリント

3. ｺｰﾄﾞと明細 … ｺ-ﾄﾞと名称両方プリント

8. 行間隔を詰めるか１行空けるかを指定します。

9. 各指定終了後、 印 刷 ボタンをクリックし

て印刷を行います。

〈出力サンプル〉
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[２０] モニター試算表 Ｆ７

● 概 要
入力した仕訳データを試算表の形式で表示（画面又はプリント）を行うプログラムです。

（チェック用）
科目コード表の順に集計します。

（法人・個人及び平成14年改正形式・従来形式でフォームが違います。）

「貸借対照表」では、当座・普通預金を銀行ごとに表示します。

最大５０社までの合併集計をします。

1．ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む､

含まない、期末のみの指定を行います。

4. 期間合計 … 指定期間の合計を集計します。

月 次 … 指定期間を月々集計します。

5. 合併集計 … 同一期首日の会社ﾃﾞｰﾀを合併

します。10社以上合併する場

合は 50社 を押しますと、

50社まで合併できます。

6. 推定利益率…推定利益率は期間中の売上よ

<合併ユーザコードの指定画面> り利益を算出し設定すると、

利益率を期末棚卸し残高と商

品製品残高に反映し、推定の

試算表を作成できます。

7. 減価償却試算…

年間の償却金額を設定すると

日割で償却費を計算し、

一般管理費の減価償却費(323)､

原価経費の減価償却費(935)､

減価償却累計額(150)

に反映します。

8. 1.貸借･損益 … 貸借損益両方プリント

※合併するユーザコードを入力後、 2.貸 借 … 貸借のみプリント

終了 (F5)を押します｡ 3.損 益 … 損益のみプリント

9. ２ページ目以降にタイトルを印刷するか、し

ないかを選択します。

10. 各指定終了後、 印 刷 ボタンをクリック

して印刷を行います。
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＜出力サンプル＞ 会社法対応－法人用
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会社法/14年商法共通-個人用
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Ｆ７[２１] 年次科目別集計表

● 概 要
このプログラムは各科目ごとの金額を月ごとに集計算出するプログラムです。

集計は白紙Ｂ４コピー用紙に出力します。

集計期間は月単位で自由に設定できます。

帳票は以下の３種類を作表できます。

１０ １．合計残高 ２．貸借残高 ３．貸借合計残高

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正（13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ）を含

む、含まない、期末のみの指定を行います。

4. 集計選択は作成する帳票を指定します。

5. 科目指定にて集計する科目を指定します。

※科目指定を省略した場合、全科目を集計

します。

6. 連続用紙か単枚用紙かの指定を行います。

7. 各指定終了後、 印 刷 ボタンをクリックし

て印刷を行います。

● 合計残高

● 貸借残高

●貸借合計残高
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［３０］合計残高試算表・精算表 Ｆ７

● 概 要
試算表及び精算表を出力します。
期間指定は自由に行えます。
税抜き処理前のデータで、税抜き試算表を出力することもできます。
５０社まで合併して集計することが可能です。

1. ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む、含
まない、期末のみの指定を行います。

4．税抜き計算をするか、しないかを指定します。
（税抜き計算の詳細につきましてはP.17を参照）

5．1.合計残高 … 合計残高試算表をプリント
2.残高(精算表)… 残高試算表(精算表)をプリント
3.月次推移 … 月次推移表をプリント

6. 期間合計 … 指定期間の合計を集計します。
月 次 … 指定期間を月々集計します。

7. 合併集計 … 同一期首日の会社ﾃﾞｰﾀを合併します。
10社以上合併する場合は 50社 を
押しますと50社まで合併できます。

<合併ユーザコードの指定画面>
8. 推定利益率…推定利益率は、期間中の売上より利

益を算出し設定すると、利益率を期
末棚卸し残高と商品製品残高に反映
し、推定の試算表を作成することが
できます。

9. 減価償却試算…
年間の償却金額を設定すると日割で
償却費を計算し、一般管理費の減価
償却費(323)、原価経費の減価償却
費(935)､減価償却累計額(150)に反映
します。

10. 印刷枚数を指定します。(部数を入力)

※合併するユーザコードを入力後､ 11. 連続用紙か単枚用紙かの指定を行います。
終了 (F5)を押します｡

12. 1.貸借･損益 … 貸借損益両方プリント
2.貸 借 … 貸借のみプリント
3.損 益 … 損益のみプリント

13. 銀行内訳表を印刷するか、しないかを指定します。

14. 合計科目網掛 … 合計科目に網掛をするかしないかを指定します。

15．カラー指定 … 罫線及び網掛けに色を付けることができます。（一部プリンタ）

16. 各指定終了後、 印 刷 ボタンをクリックして印刷を行います。
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●税抜き計算について
～ ［30］合計残高試算表､［31］営業成績報告書､［32］青色営業成績報告書､［33］製造原価報告書 ～

税抜き集計をするだけでデータの書き換えは行いませんので、「内税仕訳データの税抜き後の
データを見たい場合」などに便利です。

一年を通して税込み入力を行っているデータでのみ、税抜き計算の指定をしてください。

出力指定画面で「税抜き計算 1.する」を指定すると、［39］消費税一括自動分離の以下の指
定と同様の処理を内部で行い、集計・作表します。

期間月指定 … 全会計期間 ※［37］消費税精算表は月次でまとめて計算
期末修正 … 1.いる するため､端数が一致しない場合があります｡
減価償却集計 … 2.しない
科目指定 … 1.全科目 ※消マークデータは注意が必要です。

不要科目 … なし （注３参照）

「税抜き計算 1.する」を指定すると全会計期間で自動分離計算を行い、各帳表で指定した期間
の集計・作表を行います。１伝票ずつ消費税計算します。

税抜き計算をした場合、出力した帳表のタイトル右横に「（税抜処理）」とプリントします。

《 注意 》１．[38］消費税自動精算を行ったデータでは、「税抜き計算 2.しない」を指定してくだ

さい。（税計算が二回行われた計算結果になってしまいます。）
既に自動精算を行ったデータで税抜き計算を行いたい場合は、自動精算データを削除
後に作表してください。

２．推移データを前年度にしている場合の注意
今年度は［38］消費税自動精算を行っていないが、前年度は税抜き処理を行っていた
データで「税抜き計算 1.する」を指定した場合、前年度分のデータにも税抜き計算が
かかり、前年度のみ二回税計算が行われたことになってしまいます。
あらかじめ前年度のデータをコピーしてから、自動精算データを削除してください。

３．税抜き計算した集計と［38］消費税自動精算を行った後の集計とでは、消 マークの
データの処理方法が違うため、若干の誤差が生じます。

［38］消費税自動精算 … 消マークデータは仮払・仮受消費税に金額を振り替え
ます。

［39］消費税一括自動分離 … 消マークデータの消費税への振り替えは行いません。

例） 101 ／ 501 10,000 外
101 ／ 501 1,000 消 ← 振り替えは行いません。

【免区分マークの税抜処理について】（インボイス対応）

適格請求書発行事業者以外からの仕入で使用する「免税区分マーク efz」については、[11]仕訳
入力の F16 (表示選択)内の「免・控除自動計算：する/しない」をみて計算します。

す る：算出消費税に対し免税区分マーク(e=80%･f=50%・z=0%)で控除額を算出し精算、分離
します。

しない:仕入 の内税分を別集計しますが、算出消費税に対して80%控除等の計算は行わず、精算、
分離します。
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会社法対応-法人用

＜出力サンプル＞



- 19 -

会社法/14年商法-個人用

＜出力サンプル＞
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［３１］営業成績報告書 Ｆ７

● 概 要
営業成績を出力します。
期間月単位で自由に行えます。集計は、月単位・累計で行えます。
推定のﾃﾞｰﾀ(前年ﾃﾞ-ﾀなど)を作成し、年度末の損益を推定するための表が作成できます。
税抜き処理前のデータで、税抜きの営業成績報告書を出力することもできます。
５０社まで合併して集計することが可能です。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む、
含まないの指定を行います。

4．税抜き計算をするか、しないかを指定します。
（税抜き計算の詳細につきましてはP.17を参照）

5．各科目の集計を月単位で行うか累計で行うかを
指定します。

6. 集計を１円単位で表示するか1000円未満切り捨て
で表示するかの指定を行います。

7. 合併集計 … 同一期首日の会社ﾃﾞｰﾀを合併し
ます。10社以上合併する場合は
50社 を押しますと50社まで
合併することができます。

<合併ユーザコードの指定画面> 8. 推定利率 … 推定利率は、期間中の売上より利
益を算出し設定すると、利益率を
期末棚卸残高と商品製品残高に反
映し、推定の試算表を作成するこ
とができます。

9. 減価償却試算…年間の償却金額を設定すると日割
で償却費を計算し、一般管理費の
減価償却費(323)､原価経費の減価
償却費(935)､減価償却累計額
(150)に反映します。

10. 推移データ … 別ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞに目標ﾃﾞｰﾀを作成した
ものを読込み年度末の損益を推定

※合併するユーザコードを入力後､ する為の表を作成することが可能
終了 (F5)を押します｡ です。

11. 印刷枚数を指定します。(部数を入力)

12. 連続用紙か単票用紙かの指定を行います。

13. 網掛け … 試算表の合計科目及び構成比に網掛をするかしないかを指定します。

14. カラー指定 … 罫線及び網掛け・構成比に色を付けることができます。（一部プリンタ）

15. 各指定終了後、 印 刷 ボタンをクリックして印刷を行います。
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〈出力サンプル〉
●[31]営業成績報告書

●[32]青色営業成績報告書
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［３２］青色営業成績報告書 Ｆ７

● 概 要
個人の営業成績報告書を出力します。
期間月単位で自由に行えます。集計は、月単位・累計で行えます。
推定のﾃﾞｰﾀを作成し、年度末の損益を推定するための表が作成できます。(前年ﾃﾞ-ﾀなど)
税抜き処理前のデータで、税抜きの青色営業成績報告書を出力することもできます。
５０社まで合併して集計することが可能です。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む、
含まないの指定を行います。

4．税抜き計算をするか、しないかを指定します。
（税抜き計算の詳細につきましてはP.17を参照）

5．各科目の集計を月単位で行うか累計で行うかを
指定します。

6. 集計を１円単位で表示するか1000円未満切り捨
てで表示するかの指定を行います。

7. 合併集計 … 同一期首日の会社ﾃﾞｰﾀを合併しま
す。10社以上合併する場合は
50社 を押しますと50社まで
合併することができます。

8. 推定利益率… 推定利益率は、期間中の売上より
利益を算出し設定すると、利益を
期末棚卸残高と商品製品残高に

<合併ユーザコードの指定画面> 反映し、推定の試算表を作成する
ことができます。

9. 減価償却試算…
年間の償却金額を設定すると日割で
償却費を計算し、一般管理費の減価
償却費(323)､原価経費の減価償却費
(935)､減価償却累計額(150)に反映
します。

10. 推定データ… 別ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞに目標ﾃﾞｰﾀを作成したも
のを読込み年度末の損益を推定する
為の表を作成することが可能です。

※合併するユーザコードを入力後､ 11. 印刷枚数を指定します。(部数を入力)
終了 (F5)を押します｡

12. 連続用紙か単枚用紙かの指定を行います。

13．合計科目網掛 … 試算表の合計科目及び構成比に網掛をするかしないかを指定します。

14. カラー指定 … 罫線及び網掛け構成比に色を付けることができます。 (一部ﾌﾟﾘﾝﾀ）

15. 各指定終了後、 印 刷 ボタンをクリックして印刷を行います。
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［３３］当期原価報告書 Ｆ７

● 概 要
原価科目の月々の金額を推移表形式で出力します。
期間月単位で自由に行えます。集計は、月単位・累計で行えます。
推定のﾃﾞｰﾀを作成し、年度末の損益を推定するための表が作成できます。(前年ﾃﾞ-ﾀなど)
税抜き処理前のデータで、税抜きの製造原価報告書を出力することもできます。
５０社まで合併して集計することが可能です。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む、
含まないの指定を行います。

4．税抜き計算をするか、しないかを指定します。
（税抜き計算の詳細につきましてはP.17を参照）

5．各科目の集計を月単位で行うか累計で行うかを
指定します。

6. 集計を１円単位で表示するか1000円未満切り捨て
で表示するかの指定を行います。

7. 合併集計 … 同一期首日の会社ﾃﾞｰﾀを合併します。
10社以上合併する場合は 50社 を
押しますと50 社まで合併すること
ができます。

8. 減価償却試算…
年間の償却金額を設定すると日割

<合併ユーザコードの指定画面> で償却費を計算し、一般管理費の
減価償却費(323)､原価経費の減価
償却費(935)､減価償却累計額(150)
に反映します。

9. 推移データ … 別ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞに目標ﾃﾞｰﾀを作成したも
のを読込み、年度末の損益を推定す
る為の表を作成することが可能です。

10. 印刷枚数を指定します。(部数を入力)

11. 連続用紙か単枚用紙かの指定を行います。

※合併するユーザコードを入力後､ 12. 合計科目網掛 … 試算表の合計科目及び構成比に
終了 (F5)を押します｡ 網掛をするか、しないかを指定

します。

13. カラー指定 … 罫線及び網掛け構成比に色を付けることができます。（一部ﾌﾟﾘﾝﾀ）

14. 各指定終了後、 印 刷 ボタンをクリックして印刷を行います。



- 24 -

〈出力サンプル〉
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［５０］総勘定元帳 Ｆ７

● 概 要
元帳を出力します。タテムラ製元帳用紙又は白紙コピー用紙Ｂ５・Ａ４へ出力を行います。
科目の指定やページ指定などの設定も行えます。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む、
含まない、期末のみの指定を行います。

4. 科目指定を行います。
1.全科目 … 全科目をプリントします。

※必要のない科目は不要科目として

指定してください。

2.一 部 … 指定科目のみプリントします。
3.全科目 … 期中に仕訳入力を行ったデータ
(取引有りのみ) のみをプリントします。

※期末修正のみを出力する場合など

5. 科目の入力
(個々の科目や科目の範囲指定も可能です）
現金のみ ［１０１］－［１０１］
現金から普通 ［１０１］－［１０３］
当座全部 ［１０２][／ ］
当座の三井住友 [１０２][／ﾐﾂ ］

※11件以上指定する場合は 全指定 を
クリックします。

6. 補助コードを名称に変えるか、変えないか、一部だけ変えるかを指定します。
1. コードのみ … 補助コードのみプリント、
2. 明細のみ … 補助名称のみプリント
3. コードと明細 … コ－ドと名称両方プリント

7. 消費税マーク … 税マークをプリントするか、しないかを指定します。
売上対応区分 … ヒカキマークをプリントするか、しないかを指定します。
税率 … 税率をプリントするかしないかを指定します。

8. 日計(差引残高)をプリントするか、しないかを指定します。

9. 月計をプリントするか、しないかを指定します。

10. 補助の期首残を入力している場合、プリントするか、しないかを指定します｡

11. 用紙選択をします。
1.縦型(B5) … ﾀﾃﾑﾗ製縦型二色元帳用紙(単枚)・白紙B5ｺﾋﾟｰ用紙
2.縦型(A4) … 白紙A4ｺﾋﾟｰ用紙
3.横型(No.有) … ﾀﾃﾑﾗ製横型元帳用紙(単枚)・白紙B5ｺﾋﾟｰ用紙 (仕訳の伝票番号有り)

※ 罫線プリントで｢1.する｣を選択するとB5、｢2.しない｣はA4で印刷します。

4.横型(No.無) … ﾀﾃﾑﾗ製横型元帳用紙(単枚)・白紙B5ｺﾋﾟｰ用紙 (仕訳の伝票番号無し)
※ 罫線プリントで｢1.する｣を選択するとB5、｢2.しない｣はA4で印刷します。

5.モニタ … ﾁｪｯｸ用に使用(横型) 白紙B5ｺﾋﾟｰ用紙
6.両面縦(B5) … 白紙B5用紙に両面印刷。両面対応ﾌﾟﾘﾝﾀで打ち出し可能
7.両面縦(A4) … 白紙A4用紙に両面印刷。両面対応ﾌﾟﾘﾝﾀで打ち出し可能

12. 出力開始頁を指定できます。通常は、[ 1- 9999 ]

13. 印刷頁番号をプリントするか、しないかを指定します。※科目ごとに通し番号となります。

14. 罫線をプリントするか、しないかを指定します。
(あらかじめ罫線の引いてある用紙に出力する場合は2.しないを選択します。)
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15. ｵﾌｾｯﾄ補正 … 印字位置を調整する場合、1.するを選択します。縦横を㎜単位で変更
することができます。ここで調整した値はプリンターごとに記憶します。

16. 各指定終了後、 印 刷 ボタンをクリックして印刷を行います。

オフセット補正について
オフセット補正（印字位置の調整）は片面・両面のそれぞれで設定ができます。
両面の場合は表面と裏面の印字位置を調整できます。
用紙選択で片面または両面の選択によって画面が変わります。

●片面オフセット画面
現在のオフセット：縦横の印字位置を調整する数値を

入力します。(mm単位）
上･左へ調整…数値をﾏｲﾅｽで入力。
下･右へ調整…数値をﾌﾟﾗｽで入力。

調 整 範 囲：印字位置の調整値を入力できる範
囲です。この範囲を超える数値は
入力できません。

従 来 値：直前の印字位置の調整値を表示し
ます。

●両面オフセット画面（用紙選択6.両面縦(B5)、7.両面縦(A4)のみ）
現在のオフセット：表面・裏面の印字位置の調整を行

います。(mm単位）

裏面のオフセット：裏面の印字位置の調整を行います。
動かせるのは横のみです｡(mm単位)
(現在のオフセットでも裏面が動い
てしまうので、動いた分はここで
調整を行います。)

上･左へ調整…数値をﾏｲﾅｽで入力。
下･右へ調整…数値をﾌﾟﾗｽで入力。

調 整 範 囲：印字位置の調整値を入力できる範
囲です。この範囲を超える数値は
入力できません。

従 来 値：直前の印字位置の調整値を表示し
ます。
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両面印刷で、裏面に罫線のみを印刷する場合
両面印刷を行い、最後が表面のみで終わってしまう場合は通常裏面は白紙です。
ただし、[920]財務オプション設定で設定を行えば、裏面に罫線の印刷を行う事ができます。

1. F16 (F1+F6)でマスタ登録の変更の画面を出し
ます。

2. [920]財務オプション設定を選択します。

[920] Enter と押します。

3. 左図の画面を表示します。

4. 元帳両面の余りページで｢2.罫線のみの印刷｣を選
択します。

2 Enter と押します。

5. F5：終了 を押して、画面を閉じます。

●表面印刷 ●裏面印刷



- 28 -

〈出力サンプル〉
●縦型元帳

●横型元帳
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〔期首補助残高ありの場合〕

〔期首補助残高なしの場合〕

〔期首補助残高が合わない場合〕
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[ 610 繰越剰余金 ]
繰越利益剰余金の元帳を出力すると「当期純損益」を含めて出力します。
(※会社法対応データのみ)
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［５１］合計転記元帳 Ｆ７

● 概 要
各科目ごとに借方､貸方合計のみを月々集計します。

タテムラ製元帳用紙又は白紙コピー用紙Ｂ５・Ａ４へ出力を行います。

指定科目のみやページ指定などの設定も行えます。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む､

含まない、期末のみの指定を行います。

4. 科目指定を行います。

1.全科目 … 全科目をプリントします。

必要のない科目は不要科目とし

て指定してください。

2.一 部 … 指定した科目のみﾌﾟﾘﾝﾄします。

5. 科目の入力

現金のみ ［１０１］－［１０１］

現金から普通 ［１０１］－［１０３］

当座全部 ［１０２][／ ］

当座の三井住友 [１０２][／ﾐﾂ ］

※11件以上の指定をする場合は 全指定

をクリックします。

6. 用紙を選択します。

1.縦型(B5) … ﾀﾃﾑﾗ製縦型二色元帳用紙(単枚)・白紙B5ｺﾋﾟｰ用紙
2.縦型(A4) … 白紙A4ｺﾋﾟｰ用紙
3.横 型 … ﾀﾃﾑﾗ製横型元帳用紙(単枚)・白紙B5ｺﾋﾟｰ用紙
4.モニタ … ﾁｪｯｸ用に使用 白紙B5ｺﾋﾟｰ用紙
5.両面縦(B5)… 白紙B5用紙に両面印刷。両面対応ﾌﾟﾘﾝﾀで打ち出し可能
6.両面縦(A4)… 白紙A4用紙に両面印刷。両面対応ﾌﾟﾘﾝﾀで打ち出し可能

7. 罫線をプリントするか、しないかを指定します。

(あらかじめ罫線の引いてある用紙に出力する場合は2.しないを選択します。)

8. ｵﾌｾｯﾄ補正 … 印字位置を調整する場合1.するを選択します。縦横を㎜単位で変更する

ことができます。ここで調整した値はプリンターごとに記憶します。

9. 各指定終了後、 印 刷 ボタンを

クリックして印刷を行います。
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〈出力サンプル〉
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[53] 法人決算書(会社法対応) 法人決算書／法人比較決算報告書 Ｆ７

● 概 要
会社法対応の法人決算書及び比較決算報告書を作成します。
法人の住所や代表者名は[１]申告情報登録にて行ってください。
決算書作成時に、株主資本変動計算書及び注記表の作成も可能です。
集計期間を自由に設定できます。集計期間とは別に表示期間を設けていますので、期の途中
より開始の会社も簡単に出力できます。

※項目の記憶は[53]法人決算書にはありません。終了すると初期値に戻ります。

1. ユーザーコードを入力し Enter を押します。

2. 画面に申告情報で登録した内容が表示されます。
決算書を出力する前に株主変動計算書及び注記表を作成してください。

※決算書表紙ﾀｲﾄﾙ及び各項目名を変更する場合
(P.36)参照

※株主資本変動計算書を作成する場合(P.39)参照
注記表(別紙-A4用紙)を作成する場合(P.41)参照

※[53]法人決算書の F7：貸借注 ・ F8：損益注 では10行まで入力可能です。
（[F7][F8]で注記を入力した場合は、[1]申告情報で入力した注記(2行)は無視します。）
(P.36)参照

3. 決算書か比較決算書かを選択します。

4. 用紙のサイズを確認します。画面右上に用紙サイズが表示されます。(初期値はＡ４)

用紙サイズを変更する場合は、 F3：用紙選 を押します。
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[53]法人決算書(会社法対応)

●決算書を作成する場合

1. 集計期間を指定します。(※会社法より新機能)
１年単位はもちろん１ヶ月単位、３ヶ月単位
でも集計可能です。(四半期や中間決算に対応)

2. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む、
含まないの指定を行います。

3. 表紙に印刷する期間を入力します。

4. 報告年月日・監査年月日を入力します。
※日のみ省略可能。

5. 勘定式か、報告式かを指定します。

6. 合併集計…同一期首日の会社ﾃﾞｰﾀを合併します。
10社以上合併する場合は 50社 を
押しますと50社まで合併できます。

7. 科目と金額の振替 …
２科目で入力した科目を１科目にするこ
とが可能です。振替の指定は(P.37)参照

<合併ユーザコードの指定画面>
8. 集計を１円単位、1000円単位、百万円単位で表示
するのかを指定します。

9. 1000円単位、百万円単位を選択した際に端数を｢切
り捨て｣｢切り上げ｣｢四捨五入｣するのか指定します。

10. 印刷枚数を指定します。(部数入力)

11. 連続用紙か単枚用紙かの指定を行います。

12. 印刷頁 … 全て出力する場合は［1-5］と指定します。
一部を出力する場合は、該当番号を入力
します。※株主資本等変動計算書・注記表

は含みません。

13. 表紙位置はＢ４又はＡ３で出力した際の表紙位置を指定します。

14. 表紙にある[法人名］[所在地]等の文字を印刷するか、しないかを指定します。

15. 貸借対照表に「うち当期純利益」を印刷するか、しないかを指定します。
※平成15年4月1日以降より「うち当期純利益」の表示が不要となりました。但し、貸借のみを出力する場合は必要です。

16. 株主資本等変動計算書の出力をするか、しないかを指定します。

17. 作成した株主資本変動計算書を縦型で出力するのか、横型で出力するのかを指定します。

18. 注記表の出力をするか、しないかを指定します。

19. 各指定終了後、 印 刷 ボタンをクリックして印刷を行います。
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[53]法人決算書(会社法対応)

●比較決算書を作成する場合
1. 集計期間を指定します。
１年単位はもちろん１ヶ月単位、３ヶ月単位でも
集計可能です。

2. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む、
含めないの指定を行います。

3. 印刷期間 … 入力した期間を表紙に印刷します。

4. 報告年月日・監査年月日を入力してください。
※日のみ省略可能。

5. 比較するデータが前年度実データなのか、それと
も当期目標データなのかを指定します。
この指定により一部打出し項目名が変わります。

出力項目

1.前期比較 前 期 対前期比

2.目標比較 目 標 対目標比

<比較・合併データの指定画面> 6. 合併集計 … 同一期首日の会社ﾃﾞｰﾀを合併します。

※ 比較(合併)ﾃﾞｰﾀ指定
比較するﾃﾞｰﾀの期首年とユーザコード(10社
まで)を入力します。
比較ﾃﾞｰﾀの集計期間・期末修正の指定を行い、
F5：終了 を押します。

7. 推定利益率・減価償却の試算については、P.16の
｢[30]合計残高試算表･精算表｣を参照してください。

8. 科目と金額の振替
※２科目で入力した科目を１科目にすることが可能
です。「振替える」の指定は(P.37)参照

9. 金額単位を円だけでなく、千円、百万円単位の
選択が可能です。

10. 千円単位、百万円単位と選択した際に、端数
｢切り捨て｣｢四捨五入｣｢切り上げ｣を選択できます。

11. 印刷枚数を指定します。(部数入力)

12. 連続用紙か単票用紙かの指定を行います。

13. 印刷頁 … 全て出力する場合は［1-6］と指定します。一部を出力する場合は該当番号を入力します。

14. 表紙位置は、Ｂ４用紙又はＡ３用紙で出力した際の表紙位置を指定します。

15. 表紙にある[法人名］[所在地]等の文字を印刷するかしないかを指定します。

16. 貸借対照表に「うち当期純利益」を印刷する場合は、「1:する」を選択します。
※平成15年4月1日以降より「うち当期純利益」の表示が不要となりました。但し、貸借のみを出力する場合は必要です。

17. 販管費の構成比をプリントするのか、売上比をプリントするのかを指定します。

18. 原価費の構成比をプリントするのか、売上比をプリントするのかを選択します。

19. カラー指定…罫線及び当期金額･比較金額･増減金額･合計科目網掛けに色をつけることが
できます。（一部プリンタ）

20. 各指定終了後、 印 刷 ボタンをクリックして印刷を行います。



- 36 -

その他の機能

決算書出力に際して下記の機能を追加しました。(株主資本変動計算書及び注記表はP.39～41参照)

１．決算書帳票出力のタイトル変更が可能です。

表紙のタイトル及び各決算書内の表題を変更できます。

２．貸借注記、損益注記が２行で足りない場合、決算書内で10行まで出力することが可能です。

貸借対照表及び損益計算書の下に印刷します。

タイトル変更 (F6)

左図の画面を表示しますので、決算書に

出力する各タイトルを変更する場合のみ

入力してください。

漢字10文字以内は横倍、10文字を超える

場合は通常文字で印刷します。

貸借注記(F7)・損益注記(F8)

１行漢字36文字、10行入力可能です。

※貸借注記、損益注記は本機能で入力し

た場合[1]申告情報登録で入力したも

のは無視します。

また、５行を超えた場合は小さい文字

で出力します。(報告式は通常文字)

※損益注記に何も表示したくない場合は

＊印を入力してください。
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科目と金額の振替いる・いらぬについて

科目と金額の振替は、実際のデータは訂正せず、決算書上の出力のみ変更が可能となります。

科目と金額を振替えるを指定すると、出力指示

の後に左図の画面を表示します。

ふたつの科目で入力していたものを決算書上は

ひとつの科目でまとめたり、ひとつの科目の金

額をふたつにしたりすること等が可能です。

※実際入力した仕訳は変更にはなりません。

例）501「235,300円」

↓

501「200,000円」、502「35,300円」

に分ける。

※従来の利益処分/損失処理計算書を作成することはできません。

利益処分等を出力する場合は、旧決算書 [9053]を使用してください。
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決算書のプレビューは、『決算書(取締役等まで)』と『株主資本等変動計算書･注記表』
プレビュー とは別々に指定が必要となります。

前頁(F6)と 次頁(F7)で画面の頁めくりが

できます。

代表者及び取締役等を表示したら 終了 (F5)を押すと下左図を表示します。

Enter を押すと、株主資本等変動計算書

を表示します。

前頁(F6)と次頁 (F7)で画面の頁めくり

ができます。
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株主資本等変動計算書
株主資本等変動計算書を作成します。Ａ４縦又は横のサイズです。

※Ｂ４又はＡ３には出力できません。

会計読みは純資産の部を科目ごとに読込みをしますので場合によっては手直しが必要となります。

また会計読込みを行わずワープロ感覚で簡単に入力できます。

株主資本等変動計算書の横枠を増やしたい等などは現状のシステムではできないことから

株主資本等変動計算書をﾃｷｽﾄ搬出することが可能です。搬出する際は、株主資本等変動計算書

の画面から搬出(Ｆ９)を押してください。詳しくはテキスト変換説明書を参照してください。

1. 左図の画面にて、計算書 (F3)を押します。

2. 仕訳データよりユーザコードを自動表示しま

す。

3. 事業年度を手入力してください。会計読み期間

は事業年度と同じものが表示されます。

手入力で修正も可能です。

4. 金額を円単位、千円単位、百万円単位で表示

するか指定します。

5. 千円・百万円単位を選択した際は必ず、端数

「切り捨て」「四捨五入」「切り上げ」を選択し

ます。

※端数の指定がない場合は円単位で会計読みします。

6. 合併データがある場合は合併コードを指定し
ます。

7. 左図の画面にて、

･初めて会計データを読み込む場合

当期変動額の会計読込み

科目名の再読込み に

フラグ「１」が自動的に入ります。

･再読込の場合

フラグの入力を行います。

8. 会計読(F3)を押します。

赤い網がけの部分に各純資産の部

の科目ごとの合計を表示します。

※仕訳ごとではありませんご注意ください。

※項目名及び表示する数字の位置

は調整してください。(手入力)

当期首残高
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＜調整後のサンプルデータ>

Pagedown を押すか２頁呼出

をクリックすると株主資本変

動等計算書の注記表を作成す

ることができます。

利益剰余金の内訳等にも使用

してください。

内 訳 をクリックすると

｢その他資本剰余金の内訳｣と｢その

他利益剰余金の内訳｣を表示します。

内訳を注記表へ転記するとした

場合、変動計算書注記表に

当期首残高・当期変動額・当期末残

高を表示します。

ワープロ感覚で手入力も可能です。
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注記表

決算書に添付する注記表です。

決算書とは別に、Ａ４コピー用紙10枚(1行40文字・40行)までの作成が可能です。

１株当たりの当期純利益(損失)

１株当たりの当期純資産

の計算をします。

上段手入力優先です。

株主資本変動計算書の会計

期間より会計データの読込

みを行います。

会計読 (F3)を押します。

計算結果を注記表の指定した行に挿入できます。

挿入する行No.を入力します。

当期純利益(損失)計算方法
指定期間の「当期純利益(損失)」を表示します。

当期純資産の計算方法
指定期間の
「純資産合計－(601新株申込証拠金・655自己株式申込証拠金・656株式予約券･657少数株主持分)｣
で計算します。
※計算結果が違う場合は上段に金額を直接手入力してください。
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会社法対応-法人用

＜出力サンプル＞
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株主資本等変動計算書－横型
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株主資本等変動計算書－縦型
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会社法対応-比較-法人用
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会社法対応-法人用
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会社法対応-法人用
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会社法対応/14年商法共通-個人用
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会社法対応/14年商法共通-個人用
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